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日 本 鱗 女 学会 第 27 回 大 会 一 般 講演 要旨 (1980 年 ・ 福 岡 ) 


講演 日 : 1980 年 11 月 2 日 
会 場 : 九州 大 学 教養 部 (福岡 市 ) 


1. Transtilla の 特 化 し た ヒト リガ 科 4 属 の 雄 交 尾 器 の 形態 比較 江 田 信 豊 (九州 

Pierce (1914) は , シャ ク ガ 科 に お いて , costa の 基部 か ら 生 じ て , phallus の 背 側 を 走る 一 般 に 幅 
の 狭い 横 帯 を transtilla と 命名 し た . し か し , この よう な 構造 は , ヤ ガ 科 な どの 他 の 群 に お いて も ゃ もみ 
られ , 現在 で は costa の 基部 が phallus 背 方 の anellus の 領域 に 伸張 する こと に よっ て 生じ た 骨 化 部 
を transtilla と 呼ん で いる . 日 本 産 ヒ トリガ 亜 科 に 属す る 種 に も , これ に 相当 する 部 分 は , か な り 一 
般 的 に み ら れ る が , その 中 の Hyphoraia 属 , Nemeophila 属 , Pericallia 属 , お よび 4rctia 属 に お 
いて は , transtilla が 後方 に 伸張 し , さら に anellus の 一 部 と 共に 突起 を 形成 する と いう 特殊 な 形態 を 
し て いる . この ょ うな 形態 は 日 本 産 ヒ と トリ ガ 亜 科 の 他 属 に は 全く み ら れ ず , この 4 属 の 共有 新 形質 と 
演者 は 考え る . そし て この 4 群 が ヒ トリ か カ 亜 科 の 中 で 1 つの 単 系 統 群 を 構成 する と 考え られ る . 

そこ で 演者 は , 今回 この 4 属 の 日 本 産 の 種 の Zorg2 aulica (リン リヒ トリ ), Nemeophila plant- 
aginis (ヒメ キン シタ ヒト リ ), Pericallia matronula (ジョ ウザ ン ヒ トリ ), cg caja (ヒト リガ ) の 
4 種 の 雄 交 尾 器 形態 を transtilla と いう 構造 を 中 心 に 比較 検討 を 行ない , さら に Pericallia matronula 
の 雄 交尾 器 内 の 筋肉 系 に つい て も あわ せ て 報告 する . 


2. コウ モリ ガ 2 種 の 交尾 の 際 の 結合 様式 に つい て 上 田 恭一 郎 ( 九 州 ) 

ュ ウ モリ ガ 科 の 雌雄 外部 生殖 器 の 構造 を 観察 する と , 一 般 的 な 鱗 超 目 の 外部 生 将 器 の 構造 と 比較 し 
て , uncus の 欠如 , 骨 化 し た aedeagus の 欠如 , tegumen 腹 域 の 嗜 状 突起 (mesosome) の 存在 , 
papillae anales の 欠如 , そし て ductus seminalis の 欠如 と いっ た 変化 が かみ られ る . これ ら の 構造 上 
の 差異 は papillae anales の 欠如 の よう に 産卵 様式 の 変化 か ら 説 明 さ れる も の も ある が , 大 部 分 は ど 
の よう な 機能 を も つの か 不明 の まま で あっ た . 演者 は コウ モリ ガ Endoclita excrescens (BUTLER), キ 
タコ ウエ モリ Hepialus fusconebulosa (DE GEER) の 2 種 の 交尾 中 の 個体 を 調査 し, 主 に 次 の よう な 過 
程 で 雌雄 外部 生殖 器 が 結合 され る こと を 確認 で きた の で 報告 する . 

A) M4 の 収縮 に よる tegumen 全体 の 後方 へ の 回 転 一 mesosome の 突出 一 一 雌 の central pro- 
cess 内 の 凹み へ の mesosome の 挿入 一 >M 7・8 の 収縮 こよ る mesosome と central process の 固 
定 . 

B) 横行 筋 Mi9 の 収縮 に と よる valvella の 外 方 へ の 突出 一 上 肉 の diaphragma の 開放 (ostium の 
赴 出 ) と ostium 内 へ の valvella 先端 の 挿入 一 >M 5 の 収縮 に と ともなう Valva に よる 雌 外 部 生殖 問 
側 域 の 把握 一 つ valvella と valva の 括 抗 的 働き に ょ る 雌 の diaphragma の 固定 . 








3. シジミ チョ ウ 科 Lycaenidae の 雄 交 尾 器 の brachium の 機能 形態 学 
三 枝 豊 平 ( 侯 州 

鱗 贅 目 の 配 偶 行動 に お ける 雌雄 の 体 の 結合 に は , ① 交 尾 器 の 接触 , ② 雌 雄 の 体 の 腹 端 部 で の 連結 
(第 1 次 結合 ) , ③aedeasus の 変 尾 口 へ の 方 向 づ け (第 2 次 結合 ) , ④ aedeagus の 挿入 , ⑤ vesica の 
反転 と 精 包 形 成 , ⑥ aedeagus の 引き 抜き と , 雌雄 の 結合 解除 の 過程 が 認め られ る . 鱗 贅 類 は 雄 が 交 
尾 中 に 雌 を 脚 で つか まな いた め に , 第 1 次 結合 は 雌雄 の 体 を し つか り 連 結 さ せ て 離れ な いよ うに する 
上 で 重要 な 意義 が ある , 連結 し た 雌雄 が 飛 逆 する の に 耐え る 程 そ を の 力 は 大 きい . これ に 比べ て 第 2 次 
結合 は その 力も 弱く , 雌 の 交尾 口 周 辺 の 構造 を 反転 させ る , 交尾 口 を 奴 交 尾 器 に 近づけ る , aedeagus 
先端 を 交尾 口 の 方 向 へ 向け る 等 , aedeagus の 挿入 を 適 確 に 行なう た め の 機 構 で あり , 雌雄 の 体 を 連結 
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させ る 程 の 力 は な い . 雄 交尾 器 に uncus を も つ 種 は , これ を 雌 生殖 板 後方 の 膜 状 陥 入部 に 挿入 し て , 
第 1 筋肉 の 収縮 で これ を 屈曲 させ , 肉 の 体 に くい こま せ て 雌雄 が 連結 する . 一 方 , uncus の 発達 が 悪 
い 種 で は , superuncus が 代行 し た り , valvae が 左右 か ら 雌 腹 端 を 締め つけ る こと で 第 1 次 結合 を 行 
な う . シジミ チョ ウ 科 の 多く は uncus を 欠き , valvae の 把握 機能 も 弱い . 演者 の 観察 し た 属 で は 第 
} 次 結 全 は brachium で 行なわ れ た . 第 1 筋肉 の 収縮 で ring 上 半 部 は 強く 平 圧 さ れ , brachia 基部 
の 間隔 は 離れ る た め に , 交叉 また は 接触 し て いた brachia は 引き は な され て いく . この 過程 で , 
brachia の 先端 を 雌 の 生殖 板 後方 の 1 小 孔 (4rtopoetes, Coreana), 1 対 の 小 孔 (Ussuriana), 交尾 口 
両側 の 1 対 の 突起 (Favonius 等 ), 第 8-9 腹 節 節 間 膜 (Strymonidia) 等 に か け て , 第 1 筋肉 の カカ を 雌 
の 対応 部 分 を こじ あけ る 力 に 転換 し て , 雌雄 の 体 を 結合 させ る . この 結合 様式 は 鱗 贅 類 で は 新しく 発 
見 され た も の で ある . ジャ ノ メ チ ョ ウッ 科 の brachium は この 機能 を 持た な い の で , シジミ チョ ウ 科 と 
の 相同 性 に は 疑問 が 残る . 


4. 蝶 に お ける 中 胸 側 板 の 発展 過程 江 本 純 (東海 ) 

アゲ ハチ ョ ウ 上 科 の 中 胸 側 板 は 他 の 鯉 次 類 に くら べ 大 変 特異 な 形態 を も っ て いる . この 特異 性 は 筋 
肉 -p 13 の 付着 点 の 移動 と paracoxal suture の 背 方 へ の 張 出し , それ ら に 伴う 諸 形 質 の 退化 で ある . 
一 般 的 に 形態 は , 唯一 機能 を も つも の で は な く , いく つか の 機能 を 兼ね 備 と て お り , それ ら は 主機 
能 と 副 機能 に 分 ける こと が できる. そし て 形態 の 構造 は 主機 能 に より 決定 され る と 考え る . 筋肉 Cp 
13 は 本 来 政 を 折り た た む も の (主機 能 ) で ある が , 飛翔 調節 ( 副 機能 ) に も 使わ れ て お り , アゲ ハチ 
ョ ウゥ 上 科 の 場合 に は , 将 を 折り た た まな いこ と か ら 副 機能 が 主機 能 化し て いる と いえ る . 

そこ で アゲ ハチ ョ ウ 上 科 の 中 胸 側板 の 特異 性 は , 次 の よう な 段階 を 経て 形成 され た と 考え られ る . 
第 1 に 副 機 能 が 主機 能 よ りゃ 機能 的 に 優越 する 段階 (前 適応 ), 第 2 に この 機能 を 形態 的 に 固定 する 段 
階 (全面 適応 ), 第 3 に この 機能 の 増大 に 伴う 諸 形質 が 変化 する 段階 で ある . 同様 の 過程 が か また セセリ 
チョ ウッ ウ 科 に お いて も 考え られ る . 筋肉 【-p13 の 付着 点 の 移動 は , 中 胸 側 板 の 新しい 体制 の 獲得 で あ 
り , その 後 の 諸 形 質 の 前 進 的 進化 を ひき お こし た も の で ある . また , t-p13 は , 中 胸 で は ヤマ マテ が ガ 
科 , ツバ メガ 科 , 後 胸 で は 多く の Ditrysian Lepidoptera で アゲ ハチ ョ ウッ 上 科 と 同様 の 移動 を 起 し て 
お り , この 変化 は 鱗 交 類 で は か な り 起 こり うる も の と 考え られ る . 


3. 帯 螺 形 成 を と る 蝶 踊 の 淀 ネ の 位置 牧 林 功 ・ 芦 沢 一 郎 (関東 ) 
蝶 の 映 に は 帯 端 に な る も の と , 垂 痛 に な る も の と が ある . 帯 星 と な る も の で は , 兄 化 定位 する 場所 
に 和 糸 を 吐い て 系 座 を つく り , そこ に 終 令 幼 虫 の 第 10 腹 節 尾 脚 の 釣 瓜 を か ける . さら に それ より 上 方 
に 和 糸 の 輪 を つく り , そこ に 幼虫 の か ら だ を 預け る . この 糸 の 輪 を 帯 糸 また は 懸 水 と いう が , それ が 前 
暴 お よび 由 の どの 位置 に か か る か は , いま まで 明らか に され て いな い . 演者 ら は , この 帯 糸 の 位置 が 
分 類 群 に よっ て 異な る こと を 発見 し た の で 報告 し た . 

アゲ ハチ ョ ウ 科 と シロ チョ ウ 科 は , 前 喘 期 に 帯 糸 は 第 2・3 腹 節 問 縫 線 に か か る . し か る に 脱皮 し 
て 疲 に な る と この 帯 糸 は , アゲ ハチ ョ ウ 科 で は 後 胸 に か か り , ショ チョ ウ 科 で は 第 1 腹 節 背 板 に か か 
る , と いう よう に 異な っ て くる . 

シジミ チョ ウ 科 の 種 で は , 前 路 期 に 帯 糸 は 後 胸 背 板 に か か る . し か し , 婦 化 する と , ほとん どの 種 
で 帯 糸 は 策 1・2 腹 節 間 縫 線 に 移動 する . この 科 の 遇 で この 位置 に た に かからない も の は , 現在 まで の 知 
見 で は ベニ ンジ ミ Lycaena phlaeas と ウラ ギン シジミ Curetis acuta の 2 種 で ある . 前 種 で は ショ チ 
ョ ウ 科 と 同様 に , 第 1 腹 節 の 背 板 に か か り , 後 種 で は 後 胸 ・ 第 1 腹 節 間 縫 線 に か か る . この 事実 は こ 
の 両 種 の シジミ チョ ウッ 科 の な か で の , 分 類 上 の 位置 の 異端 性 を 暗示 し て いる . 

セセリ チョ ウ 科 の も ゃ も の の 観察 例 は 少な く , 前 開 期 の 帯 糸 の 位置 は 不明 だ が , 遇 期 の 帯 糸 は 知ら れ た 
限り , 中 胸痛 板 に か か っ て いた . 
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